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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年9月25日(2008.9.25)

【公表番号】特表2008-511705(P2008-511705A)
【公表日】平成20年4月17日(2008.4.17)
【年通号数】公開・登録公報2008-015
【出願番号】特願2007-528836(P2007-528836)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  15/06     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  15/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  15/20     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  15/28     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 307/83     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  69/533    (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 255/22     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 255/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 317/44     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  69/527    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ 101/00    　　　　
   Ｃ０９Ｋ  15/06    　　　　
   Ｃ０９Ｋ  15/12    　　　　
   Ｃ０９Ｋ  15/20    　　　　
   Ｃ０９Ｋ  15/28    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/00    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 307/83    　　　　
   Ｃ０７Ｃ  69/533   　　　　
   Ｃ０７Ｃ 255/22    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 255/09    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 317/44    　　　　
   Ｃ０７Ｃ  69/527   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年8月5日(2008.8.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ａ）酸化、熱又は光により誘発される分解を受ける有機材料、及び
ｂ）式Ｉ
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【化１】

（式中、
　ｎが１である場合、
　Ｒ1は、
【化２】

－ＳＯＲ10、－ＳＯ2Ｒ10、又は－ＣＮを表すか；又はＲ1及びＲ3が一緒に
【化３】

を形成し；及び
　ｎが２である場合、
　Ｒ1は、
【化４】

を表し、
　Ｒ2及びＲ3は互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし４のアルキル基、
【化５】

－ＳＯＲ10、－ＳＯ2Ｒ10、又は－ＣＮを表すが、但し、Ｒ2又はＲ3のうち少なくとも１
つは水素原子を表し；
　Ｒ4及びＲ5は互いに独立して、水素原子又は炭素原子数１ないし２５のアルキル基を表
し、
　Ｒ6、Ｒ7及びＲ8は互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし２５のアルキル基
、
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【化６】

－ＳＯＲ10、－ＳＯ2Ｒ10、－ＣＮ、

【化７】

未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換されたフェニル基を表すか；又は
基Ｒ6、Ｒ7又はＲ8の２つは、それらが結合する炭素原子と一緒になって式Ｉａ、Ｉｂ又
はＩｃ

【化８】

で表される基を形成するが、但し、基Ｒ6、Ｒ7又はＲ8のうち少なくとも２つは水素原子
とは異なり、
　Ｒ9は、水素原子、炭素原子数１ないし２５のアルキル基、炭素原子数７ないし９のフ
ェニルアルキル基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換されたフェニ
ル基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換された炭素原子数５ないし
８のシクロアルキル基を表し；
　Ｒ10は、水素原子、炭素原子数１ないし２５のアルキル基、炭素原子数７ないし９のフ
ェニルアルキル基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換されたフェニ
ル基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換された炭素原子数５ないし
８のシクロアルキル基；又は酸素原子又は硫黄原子により中断された炭素原子数３ないし
２５のアルキル基を表し；
　Ｒ11及びＲ12は互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし２５のアルキル基、炭
素原子数７ないし９のフェニルアルキル基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキ
ル基で置換されたフェニル基を表すか；又はＲ11及びＲ12は、それらが結合する窒素原子
と一緒になって、未置換であるか或いは炭素原子数１ないし４のアルキル基により置換さ
れたか、又は酸素原子、硫黄原子又は
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【化９】

により中断された５－、６－又は７－員環のヘテロ環式環を形成し、
　Ｒ13は、炭素原子数２ないし１８のアルキレン基、酸素原子、硫黄原子又は

【化１０】

により中断された炭素原子数４ないし１８のアルキレン基；炭素原子数２ないし１８のア
ルケニレン基、炭素原子数２ないし２０のアルキリデン基、炭素原子数７ないし２０のフ
ェニルアルキリデン基、炭素原子数５ないし８のシクロアルキレン基、炭素原子数７又は
８のビシクロアルキレン基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換され
たフェニレン基を表し；
　Ｒ14及びＲ15は互いに独立して、水素原子又は炭素原子数１ないし８のアルキル基を表
し、
　Ｒ16、Ｒ17、Ｒ18及びＲ19は互いに独立して、水素原子、塩素原子、ヒドロキシル基、
炭素原子数１ないし２５のアルキル基、炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基、未
置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換されたフェニル基；未置換の又は炭
素原子数１ないし４のアルキル基で置換された炭素原子数５ないし８のシクロアルキル基
；炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基、炭素原子数１ないし１８のアルキルチオ基、
炭素原子数１ないし４のアルキルアミノ基、ジ－（炭素原子数１ないし４のアルキル）ア
ミノ基、炭素原子数１ないし２５のアルカノイルオキシ基、炭素原子数１ないし２５のア
ルカノイルアミノ基、炭素原子数３ないし２５のアルケノイルオキシ基、酸素原子、硫黄
原子又は

【化１１】

により中断された炭素原子数３ないし２５のアルカノイルオキシ基；炭素原子数６ないし
９のシクロアルキルカルボニルオキシ基、ベンゾイルオキシ基又は炭素原子数１ないし１
２のアルキル基で置換されたベンゾイルオキシ基を表すか；又は置換基Ｒ16とＲ17又はＲ

17とＲ18又はＲ18とＲ19の各々の対は、結合する炭素原子と一緒にベンゼン環を形成し；
　Ｒ20は、水素原子、炭素原子数１ないし８のアルキル基又はベンジル基を表し、及びｎ
は１又は２である。）
で表される少なくとも１種の化合物
を含む組成物。
【請求項２】
成分（ａ）及び（ｂ）の他に、他の添加剤をさらに含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
式Ｉ’
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【化１２】

（式中、
　ｎが１である場合、
　Ｒ1は、
【化１３】

－ＳＯＲ10、－ＳＯ2Ｒ10、又は－ＣＮを表すか；又はＲ1及びＲ3が一緒に
【化１４】

を形成し；及び
　ｎが２である場合、
　Ｒ1は、

【化１５】

を表し、
　Ｒ2及びＲ3は互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし４のアルキル基、

【化１６】

－ＳＯＲ10、－ＳＯ2Ｒ10、又は－ＣＮを表すが、但し、Ｒ2又はＲ3のうち少なくとも１
つは水素原子を表し；
　Ｒ4及びＲ5は互いに独立して、水素原子又は炭素原子数１ないし２５のアルキル基を表
し、
　基Ｒ6、Ｒ7又はＲ8の２つは、それらが結合する炭素原子と一緒になって式Ｉａ、Ｉｂ
又はＩｃ
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【化１７】

で表される基を形成し、及び他の基Ｒ6、Ｒ7又はＲ8は、水素原子、炭素原子数１ないし
２５のアルキル基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換されたフェニ
ル基を表し、
　Ｒ9は、水素原子、炭素原子数１ないし２５のアルキル基、炭素原子数７ないし９のフ
ェニルアルキル基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換されたフェニ
ル基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換された炭素原子数５ないし
８のシクロアルキル基を表し；
　Ｒ10は、水素原子、炭素原子数１ないし２５のアルキル基、炭素原子数７ないし９のフ
ェニルアルキル基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換されたフェニ
ル基；未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換された炭素原子数５ないし
８のシクロアルキル基；又は酸素原子又は硫黄原子により中断された炭素原子数３ないし
２５のアルキル基を表し；
　Ｒ11及びＲ12は互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし２５のアルキル基、炭
素原子数７ないし９のフェニルアルキル基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキ
ル基で置換されたフェニル基を表すか；又はＲ11及びＲ12は、それらが結合する窒素原子
と一緒になって、未置換であるか或いは炭素原子数１ないし４のアルキル基により置換さ
れたか、又は酸素原子、硫黄原子又は
【化１８】

により中断された５－、６－又は７－員環のヘテロ環式環を形成し、
　Ｒ13は、炭素原子数２ないし１８のアルキレン基、酸素原子、硫黄原子又は
【化１９】

により中断された炭素原子数４ないし１８のアルキレン基；炭素原子数２ないし１８のア
ルケニレン基、炭素原子数２ないし２０のアルキリデン基、炭素原子数７ないし２０のフ
ェニルアルキリデン基、炭素原子数５ないし８のシクロアルキレン基、炭素原子数７又は
８のビシクロアルキレン基、未置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換され
たフェニレン基を表し；
　Ｒ14及びＲ15は互いに独立して、水素原子又は炭素原子数１ないし８のアルキル基を表
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し、
　Ｒ16、Ｒ17、Ｒ18及びＲ19は互いに独立して、水素原子、塩素原子、ヒドロキシル基、
炭素原子数１ないし２５のアルキル基、炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基、未
置換の又は炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換されたフェニル基；未置換の又は炭
素原子数１ないし４のアルキル基で置換された炭素原子数５ないし８のシクロアルキル基
；炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基、炭素原子数１ないし１８のアルキルチオ基、
炭素原子数１ないし４のアルキルアミノ基、ジ－（炭素原子数１ないし４のアルキル）ア
ミノ基、炭素原子数１ないし２５のアルカノイルオキシ基、炭素原子数１ないし２５のア
ルカノイルアミノ基、炭素原子数３ないし２５のアルケノイルオキシ基、酸素原子、硫黄
原子又は
【化２０】

により中断された炭素原子数３ないし２５のアルカノイルオキシ基；炭素原子数６ないし
９のシクロアルキルカルボニルオキシ基、ベンゾイルオキシ基又は炭素原子数１ないし１
２のアルキル基で置換されたベンゾイルオキシ基を表すか；又は置換基Ｒ16とＲ17又はＲ

17とＲ18又はＲ18とＲ19の各々の対は、結合する炭素原子と一緒にベンゼン環を形成し；
　Ｒ20は、水素原子、炭素原子数１ないし８のアルキル基又はベンジル基を表し、及びｎ
は１又は２である。）
で表される化合物。
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